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拉致問題解決は自力解決しかないと 

  

腹をくくれ 

 
  
クリントン長官、国交正常化は核放棄を前提  北に歩み寄りを促す   
クリントン米国務長官が１３日に行った講演と電話会見の要旨は以下の通り。（ワシントン 有元隆志） 
■北朝鮮の核問題 
 北東アジアの安定にとって最も深刻な課題である北朝鮮の核計画解決のため協力していく必要がある。オバマ政権は６カ国協

議を通じて問題解決に当たる。協議が再び軌道に乗るための最善の方法について韓国、日本、中国と話し合う。北朝鮮は挑発

行為をせず、韓国に無用な言辞を弄するのをやめる責務がある。 
北朝鮮が完全かつ検証可能な形で核兵器計画を放棄する用意が本当にあるのならば、オバマ政権は国交を正常化し、朝鮮半

島の休戦協定を平和協定へ転換し、エネルギーや経済支援をする意志がある。北朝鮮は義務を果たせば多くのチャンスが待っ

ている。 
■人権・拉致 
 （ミャンマーの民主化運動指導者）アウン・サン・スー・チーさんが自由に暮らせ、北朝鮮の人々が指導者を自由に選べ、チベッ

トや中国の人々が迫害の恐れなく信教の自由を享受できる世界をつくるために努める。 
 北朝鮮に拉致された日本人の家族のことを忘れていないと確約する。東京で拉致被害者家族と会う。国務長官としてよりも妻と

して、母として、娘として、姉妹として会いたい。家族の一員がいなくなり、長年消息がつかめないときの心情がどんなものかは想

像を超える。家族が味わった非常につらい気持ちを忘れないことは重要なことだ。日本と協力し、解決に向けどのように役に立て

るかは重要な検討課題だと強調したい。北朝鮮が拉致被害者に関する全面的調査を行うとした昨年８月の合意を履行するよう

強く求めていく。 
  

 
  
 これは本日の産経新聞六面に掲載された記事ですが、オバマ新政権は予想された通り、北朝鮮には大甘の対応をするようで

す。「核兵器計画を放棄する用意が本当にあるのならば、オバマ政権は国交を正常化し、朝鮮半島の休戦協定を平和協定へ転

換し、エネルギーや経済支援をする意志がある」って、これはひょっとしたらそういう表明をするだけで国交正常化、経済支援を行

う、という意味にとれますね？。 
  
  米民主党はクリントン時代に散々騙された教訓をすっかり忘れているようです。拉致問題に関してはもう単なるリップサービスで

しょう。拉致問題の解決に関しては、日本は自力で解決する以外にない、と腹をくくり、救う会・家族会がかねてから求めてきた制

裁強化を進めるべきでしょう。日本とすれば六カ国協議から離脱しても何ら不都合はないし、国際社会に対して「日本にとって拉

致問題はそのくらい大事な問題だ」とアピールする効果もあります。 
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タグ： オバマ政権  クリントン長官  北朝鮮  核  拉致問題  反日  保守   

 日本が独自に北朝鮮を「テロ国家」に指定することも大きな効果を上げるはずです。テロ国家と取引している企業は日本との取

引で制約を課す。企業は日本と北のどちらを選ぶのか？そのくらいのことはやっても罰は当たらないでしょう。 
  

反日でなければ保守、保守は団結せよ！ 

  

 
拉致被害者家族も高齢化が進んでいます。時間はありません 
  
 大体、多数の日本人が拉致されても解決できない日本、日本の領土が他国に占領されても何も出来ない日本。筆者はこんな

日本が恥ずかしくて仕方がない、本当に情けないと思う。自分の家族が拉致されたら、自分の土地に他国の人間が勝手に住み

着いたら、皆さんはどう思われるのだろうか。 
  
 その遠因がＧＨＱが一週間でつくった日本国憲法にあるというなら、すぐにでもこれを破棄して日本人が自前の憲法を制定すべ

きです。その意味では現行憲法の改正反対、九条を守る会などという人種は「反日日本人」といっても間違いではない。 
  
 日本を貶め弱体化させているのはこうした反日日本人です。しかもマスコミによる刷り込みで多くの日本人が知らず知らずのう

ちにその仲間入りをしているという現実があります。 
  
 正直、経済や財政問題はその時々の情勢に応じて臨機応変に対応していくものですが、この拉致や領土に関しては独立国家

であるなら普遍の最優先課題であるはずです。これを軽視するような政治家やそれを選んだ国民は許せない気持ちでいっぱい

です。 
  
 この際、反日でなければ「保守」ということで折り合いを付けて、日本を愛する「保守」の日本人、政治家は大同団結して毅然と

した政治を行って欲しいと考えます。 
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2009/02/15 14:40Commented by Ｂｅｔｔｙ さん 

お邪魔します。私の後輩秋田美輪さんは、特定失踪者のひとりです。大学時代に行方不

明になり、先月に４５歳になられました。あまりに長い年月がたったのに、全く進展があり

ません。毅然とした政治家っていないのかと、本当に歯がゆい気持ちです。  
 

2009/02/15 15:42Commented by 花うさぎ さん 

To bettyさん こんにちは。 
 
>私の後輩秋田美輪さんは、特定失踪者のひとりです。大学時代に行方不明になり、先

月に４５歳になられました。 

 
もう20年以上経つのですね。 
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＞あまりに長い年月がたったのに、全く進展がありません。毅然とした政治家っていない

のかと、本当に歯がゆい気持ちです。 

 
御意。極秘の内に軍事オプションを行使して10人でも20人でも奪還すれば日本国中が

拍手喝采ものなんですが。 

2009/02/15 17:40

Commented by 風来坊 さん 

歴史的に見れば、アメリカが民主党政権だった時、日本にとっていいことはあ

りませんでした。それを知ってのことでしょう、反日メディアは小沢民主党政権

を実現させるため、オバマ礼賛報道に躍起になっています。 
「オバマ演説」を教材にオバサンたちが英会話教室でピーチクパーチク囀ったり、「オバマ

演説」が本屋の店頭を占領している様を見ると、その洗脳工作はGHQをも凌ぐ効果をあ

げたようです。 

 
ヒラリーが、「オバマ政権は６カ国協議を通じて問題解決に当たる」と述べたようですが、６

カ国協議に問題解決能力はありません。それは問題先送りよりも始末が悪い。米・露・中

が核放棄しない限り、6カ国協議が解決能力を持つことは永遠にあり得ない。それは出来

ない相談です。 

 
また、ヒラリーは、「国務長官としてよりも妻として、母として、娘として、姉妹として会いた

い」とも述べたようですが、これは“逃げ”です。 
「国務長官として会う」ということであれば政治的義務を負うのでしょうが、「母として…」で

は義務を負うことにはなりません。お人好しな日本人がこの手の情緒論に弱いことを承知

しているヒラリーの方が残念ながら一枚も二枚も上手のようです。  

 

2009/02/15 18:23

Commented by 花うさぎ さん 

To 風来坊さん こんばんは。 
 
>それを知ってのことでしょう、反日メディアは小沢民主党政権を実現させるた

め、オバマ礼賛報道に躍起になっています。 

 
反日の反日たる所以ですね。 

 
>米・露・中が核放棄しない限り、6カ国協議が解決能力を持つことは永遠にあり得ない。

それは出来ない相談です。 

 
それは永遠に無理でしょう。 

 
>「国務長官として会う」ということであれば政治的義務を負うのでしょうが、「母として…」

では義務を負うことにはなりません。 

 
なるほど。いつもながらの鋭い分析、ありがとうございました。 

 

2009/02/15 20:51Commented by izajapanfuture さん 

花うさぎ様 

 
今回のエントリとは関係無いのですが本日放送された「たかじんのそこまで言って委員

会」で沖縄集団自決をテーマとして放送されました。 
田母神さんもパネリストとして出演されました。 

 
集団自決に軍の関与があったと考える方々も出演され、私にとっては勉強になる内容で

した。（自分は軍の組織的関与はなかったと考えていますが、この件はあまり知識はあり

ません。） 

 
また番組をご覧頂ければと思います。（映像は2ちゃんねるでアップローダのURLを探して

頂ければ見つかると思います。）  

 

2009/02/15 23:15Commented by 花うさぎ さん 

To izajapanfutureさん こんばんは。 
 
＞「たかじんのそこまで言って委員会」で沖縄集団自決をテーマとして放送されました。 
>田母神さんもパネリストとして出演されました。 
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お気に入りに登録してある「動画特集」をチェックしたのですが、何故か本日分は反映され

ませんね。 

 
明日でもチェックしてみます。 

 
 

2009/02/16 12:58

Commented by kaigaramusi さん 

花うさぎさん、こんにちは。 

 
 ＞反日でなければ「保守」 

 
 私のような物には、こうして括ってもらえると 
判断しやすいのですが・・。 

 

2009/02/16 13:34

Commented by すずめめだか さん 

ヒラリー国務長官の拉致問題パフォーマンス、まったく期待していません。 
それくらいのことで、拍手でもすると思われている事にムカつきます。 
明日は、救う会の活動から知り合った主婦仲間と昼ご飯を食べながら語り合う

のですが、きっと皆も同じような気持ちだと思います。 

 
たかじんは、録画しておりますが、まだ見ておりません。 
私もIZAJAPANさんと同じように軍の関与は無かったと考えています。 
戦後日本のマスコミが、アメリカの打ち出した歴史歪曲から積極的に自主規制を引いてき

たことを考ると日本人の性質として隣組の組長やそれらの中心となる人々が「アメリカ人

から屈辱を受けないために。」と軍の出方より前に行動を起こしたと思うのです。 
そしてそれらをすべて軍の責任にしているのではないでしょうか。 

 

 

2009/02/16 14:13Commented by 花うさぎ さん 

To kaigaramusiさん  
 
> 私のような物には、こうして括ってもらえると 
>判断しやすいのですが・・。 
 
いまさら「保守とは」というそもそも論を展開してもはじまらないので、日本が好きな普通の

日本は「保守」で良いと思います。つまり「反日」に対しては「反・反日」で結集して欲しいと

いう願いですね。  

 

2009/02/16 14:22Commented by 花うさぎ さん 

To すずめめだかさん  
 
>明日は、救う会の活動から知り合った主婦仲間と昼ご飯を食べながら語り合うのです

が、きっと皆も同じような気持ちだと思います。 

 
おお～そういう会合ってよいですね。 

 
>たかじんは、録画しておりますが、まだ見ておりません。 
>私もIZAJAPANさんと同じように軍の関与は無かったと考えています。 
 
私は70％は見たと思いますが。軍の関与などなかったことは明白です。しかし左翼はGH
QのWGIPに見事に洗脳されていますね。戦ったのはアメリカ軍なのに日本軍が悪いっ

て、自虐史観の極みです。 

 
>そしてそれらをすべて軍の責任にしているのではないでしょうか。 
 
「死んではいかん、生きろ」と言われ、戦後は恩給ほしさに「ウソの証言をしてくれた恩人」

を貶める。左翼ってつくづく卑怯者だと思いますね。  

 

2009/02/16 20:16Commented by 湯煙の中の一杯 さん 

こんばんは 

 
 昨日放映された「日高義樹のワシントンリポート」のゲストにアメリカ元国連大使のジョン
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ボルトン氏が出演され、彼が番組の中で、以下のように発言していました。 

 
「国務省の官僚達が、六ヵ国協議を続けたがっている事は疑いもない。彼らは、もう少し

のところで北朝鮮と協定を結ぶ事がきてたと思っている。ブッシュ政権の末期、話し合い

のつかない部分がほんの少し残っていたので、協定が成立しなかったと思っている。北朝

鮮の事がまるで分かっていないのだ。北朝鮮が自発的に核兵器開発をあきらめるはずが

ない。六ヵ国協議の間中、北朝鮮が目的にしていたのは、実施するつもりのない核計画

放棄と引き換えに、アメリカと日本、韓国から明確な経済的、政治的譲歩を引き出す事だ

った。北朝鮮が枠組み協定で見せたのと全く同じパターンだ。北朝鮮の目的は、ブッシュ

政権が同意したあらゆる事について新政権と再交渉し、日本、韓国、米国からさらに譲歩

を引き出す事だ。彼らはこのパターンをとる。国務省の見解がどうであれ、北朝鮮はこの

ゲームを初めからやり直すつもりだ。」 

 
 ヒラリーが、自分は賢く、今までの役職者と異なり、自分なら北朝鮮と上手く渡り合えると

思ってるとしたら、今までと同様に北朝鮮の都合の良いように六ヵ国協議も米朝二国間協

議も利用されるだろうと思われます。 

 
 日本はアメリカと協調できるところを模索しつつも、独自に対北朝鮮戦略を練り、対応し

なければ、拉致被害者問題の解決は遠くなるばかりだと感じます。 

 

2009/02/16 20:33Commented by 花うさぎ さん 

To 湯煙の中の一杯さん こんばんは。 
 
＞元国連大使のジョンボルトン氏が出演され、彼が番組の中で、以下のように発言してい

ました。 

 
これ、偶然に風邪で熱を出しながら布団の中からみていたんですよ。さすがだと思って聞

いてました。 

 
> ヒラリーが、自分は賢く、今までの役職者と異なり、自分なら北朝鮮と上手く渡り合え

ると思ってるとしたら、今までと同様に北朝鮮の都合の良いように六ヵ国協議も米朝二国

間協議も利用されるだろうと思われます。 

 
激しく同意します。「これ以上言うこと聞かないなら第七艦隊派遣するぞ」と脅しながらで

ないと効果はないでしょう。 

 
> 日本はアメリカと協調できるところを模索しつつも、独自に対北朝鮮戦略を練り、対応

しなければ、拉致被害者問題の解決は遠くなるばかりだと感じます。 

 
ご意見に全面的に賛成です。 

 

2009/02/16 23:16Commented by Tom さん 

花ウサギさん、 

 
＞基本的に貴拉致問題解決は自力解決しかない 

 
は王道と思います。私もブッシュ政権の時からこれを主張しています。 
拉致問題に対する米国の政策は即米国のアジア政策の思想の根底であるような気がい

たします。要するに拉致問題解決で米国が得るものは対北朝鮮と中国、韓国からうしなう

もののほうが多すぎると思います。 
韓国の被拉致者数は日本のそれの数倍と聞いております。 
米国が日本一国の為に何かをすると考えるのは愚であると火を見るより明らかです。 
その愚を日本の政治家と「救う会」をしていると言っては言い過ぎでしょうか？ 

 
拉致問題については誰が米政権を担当しても実質何も変わらず、変わるのは日本人が

受け取るニュアンスだけのような感じを今回のヒラリー訪問の報道について持ちました。 
TBさせていただきます。  

 

2009/02/17 07:31Commented by 花うさぎ さん 

To ..... tomtomさん  
  

5北に大甘のオバマ政権：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/916356/



 
>米国が日本一国の為に何かをすると考えるのは愚であると火を見るより明らかです。 
 
本当にその通りですね。「世界は腹黒い」のです(^^)。 
 
＞変わるのは日本人が受け取るニュアンスだけのような感じを今回のヒラリー訪問の報

道について持ちました。 

 
まあリップサービスもない状態では困りますが、核と拉致の優先順位は明らかでしょうね。

TBありがとうございました。  
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